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第 76号  

昨年 12月に活動を開始しま

した「サロンらくちん」です。 

富田楽珍館内のお休み処で、

毎月第２・第 4土曜日の１０時

から１１時まで開催します。 

送迎もしているので、会員さ

んに喜ばれています。 

昔話で盛り上がったり、テレビの話

やおいしい料理の意見交換など、みん

なと話せば元気になれる！というひと

ときにしたいと思っています。 

【ボランティアは男性６名、女性７名のメンバーです！】 

季節、行事などに合わせた 

お茶菓子をお出ししたい 

昔なつかしいお菓子を

お出ししたい 
代表 木下和代 

4月からは、完全予約制での健康相談室になります。 

日時：月曜日 17：00～18：00（無料） 

※前の週の金曜日までにご予約ください。 

ボランティアセンター ☎33-5520 

健 康 相 談 室 に つ い て 

【羽生憲直先生】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア冊子できました！ 

コロナ禍ですが、みなさんお元気ですか？ 

 

飯伊ブロックボランティア交流研究集会がコロナで行えな

かった代わりに冊子を作りました。ボランティア活動の参

考にされたい方は、アスボまで。（数に限りがあります） 

数に限りがあります。 

詳しくは、アスボ

内ボランティアセ

ンターへ。  

TEL33-5520 

 

ようやく感染人数も減少傾向になり、サロン開催も十分な感染対策をしてできる

ことになりましたが、なんだか「さあ！やろう！」という気にならないのが正直な気

持ちです。「伊久間つなぐ会」も本来の「ランチ会」はお休みのままですが、「何かで

きることはないか」と相談しながら活動を続けています。 

1 ヶ月に一度集まって、お菓子の袋詰めをして、 

そこにちょっとしたメッセージをつけて、ご近所に届 

けることを今しています。届ける時は、会えなくても 

ポストに入れておくと後で電話をくれたり、会えた時 

は玄関先で思いがけなく長くおしゃべりしたり、とに 

かくこうして「繋がっている」という事が大切だと思い 

ながら、細々とですが続けています。 

1 ヶ月に一度の活動でも、みんなとしゃべることはとても大切な情報交換の場に

なっています。 

早く、自由にマスクなしでおしゃべりできる日が来ることを心から願っています。 

木下洋子 

【お菓子の袋詰め】 

 

手話を 

学びませ

んか？ 

詳しくは、 

ボランティアセンター 

TEL33-5520 まで 

令和４年度手話奉仕員養成講座講習

募 集 
開催場所：さんとぴあ飯田 

日時：毎週木曜日 19 時～21 時 

受講料：8,000 円（テキスト代含） 

定員：15 名程度 回数：延べ 45 回 

申込受付：3 月末まで  

 

引き続き、ご協力をお願いします。 

 受付場所 

アスボボランティアセンター 

 

ぞうきん作りボランティア 


